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部門活動を振り返つて

ニュースレターNo12,13において、今年度の活動の重点

を、質的な一層の充実、国際的なひろがり、出版活動の具

体化、登録会員増におきたいと述べ、会員諸氏への協力を

御願いいたしました。まず、質的充実については、今年度

から 「優秀講演賞」が部門賞として新設され、早速本年 7

月開催の 「材料と構造の強度と破壊シンポジュウム」にお

いて4名 に受賞者が決まるなど、具体的取り組みが始まり

ました。本賞は部門活動の中でも最も重要な講演会の質的

向上に資するものであり、その活用を図っていただきたく

思います。国際的なひろがりについても、実験力学研究会

の企画により 「ATEM'95」 の1995年9月 開催、1996年に

は 「APCFS」 開催が予定されるなど、こちらも着々と活

動が展開されつつあります。今後とも分科会、研究会活動

の成果が、単に国内の活動に留まらず国際的ひろがりに結

表 1 平成 7年 度 (第73期)

部門長 駒 井 謙治郎  (京 都大学)

びつ くことが大いに期待されます。出版活動の具体化につ

いても 「材カハンドブック」 (主査 :西谷九大教授)出 版

が軌道に乗るとともに、学会定期出版物への部門の関与が

部門協議会の話題に上るなど状況は進展しつつあります。
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部門長就任にあたつて 副部門長就任を前に
次期部門長 村 上 敬 宜  (九 州大学)

平成 7年 4月 から部門長をつとめさせていただくことに

なりました。当部門の平成 6年 8月 29日現在の登録者数は

6067名で機械学会20部門中第 4位 です。第 1位流体工学68

51名、第 2位機械力学 ・計測制御6542名、第 3位熱工学64

50名であり、未登録者数が 1万人以上もいることを考慮し 。

ますと、当部門所属会員のわずかな努力で 1位獲得は可能

です。まず、皆様の周囲を見渡し、当然当部門所属である

べき会員で未登録の方の登録をお勧めください。登録者数

増加は部門の予算にも関係しており、駒井前部門長の掲げ

た目標の 1つで、今年度も課題として引き続き努力してい

きます。もう一つの課題は部門の活性化です。当部門関連

の論文数、講演数は他部門と比較して圧倒的に多いのです

が、その大部分は大学からに

よるものです。この状況は部

門の正常な姿とは言えません。

企業の研究者、技術者が参加

しない講演会やシンポジウム

は寂しいものです。部門の活

性化、発展は企業の参加なく

しては有り得ません。この間

題は現在の機械学会の体質によることも大ですが、早急な

体質改善は望めないので、まずは産学両サイドの協力と相

互の刺激を期待いたします。国際化への対応、学会100周

年に向けての準備など多くの問題が山積みしていますが、

小倉副部門長とともに部門の発展に微力を尽 くしたいと思

います。

次期副部門長 小 倉 敬 二  (大 阪大学)

数多い機械学会の部門の中にあって、材料力学部門がそ

の活動において中心的役割を果たす大部門に成長したのは

偏に歴代の部門長ならびに運営委員の方々の献身的なご努

力の賜であろう。財政的に不十分な部門にあって、こうし

たご努力は並々ならぬものであることは周知の事実であり、

関係各位に敬意を表する所である。常日頃より感謝のみ致

していた所、副部門長という努力をする立場に立たされる

ことになった。微力ながら村上部門長を補佐し、運営に努

力したいと考えているのでご支援をお願いしたい。

材料力学部門の活動は誠に活発であり、ご同慶のいたり

ではあるが、現在の形態のままでこうした活動を長年にわ

たって続けていくことができるのか、多くの人が疑間に思

っている所であろう。講習会

などの企画は、支部活動との

関連があって、開催地や開催

月日に制限があり、 このよう

な制限下にあっては、支部や

他の部門との競合は避けられ

ず、財政の改善に大きな期待

はできない。部門の努力のみ

では解決できない問題を多く含んでおり、理事会をはじめ

とする関係各位に検討願う所が多いが、抜本的解決には時

間を要するものと思われ、部門独自の工夫が必須である。

企画 ・実行力に秀でた駒井、村上両先生のもとで進められ

ている方向を発展させることができればと考えている。

M8Mワ 95材料力学部門請演会の準備が進む

これまで東北地方で開催された上ヒ較的規模の大きな学会

は、会場や交通の便の関係で、多くは、仙台市で開催され

て参りました。しかし、最近は交通の便も良くなり (東京

から盛岡まで速い新幹線に乗れば実に2時 間36分です)、

種々の学会が盛岡でも開催されるようになりました。

本年度は、下記の要領で、材料力学部門講演会が盛岡で

開催されることになり、実行委員会は、東北支部とともに、

鋭意、準備を進めております。

材力講演会は部門の会員相互の最も重要な交流の場であ

ります。全国から多くの方々のご参加をお願い申しあげま

す。また、 8月末の盛岡近辺は東北の自然を楽しむには絶

好の場でもあります。「東北の山の中」などと敬遠されず

第 3技術委員会 倉 茂 道 夫  (岩 手大学)

に、是非おいで下さい。なかなか盛岡も良いところです。

記 開催日 :平成 7年 8月 23日 (水)24日 (木)

会 場 :岩手大学人文社会科学部、4/5号館

(盛岡市上田31834)

発表申込締切日 :平成 7年 3月 24日 (金)

発表申込先 :0020盛 岡市上田435

岩手大学工学部機械工学科

実行委員長 倉茂道夫

発表原稿締切日 :平成 7年 6月 23日 (金)

発表原稿提出先 :日本機械学会 材料力学部門

担当職員 佐藤秋雄

OS等 については12月号会告667ページをご参照下さい。
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第72期通常総会請演会で活発な討論をノ
3月 28日～ 4月 1日 早稲田大学 (東京)で 開催

第 1技術委員会委員長 川 田 宏 之  (早 稲田大学)

会場 :早稲田大学理工学部 (講演会3/29～3/31)

早稲田大学国際会議場  (通 常総会4/1)

第72期通常総会講演会は都の西北に位置する早稲田大学

理工学部にて開催されます。数年前に理エキャンパスで総

会が開催され当時の様子をご記憶の方もおられるかと思い

ますが、その後キャンパスには明治通り側に理工総研と称

する新棟が建設され、また周辺の建物も随分と変わってし

まいました。昨年度と同様に新宿地区での開催となり、ア

クセスの良さを自負しておりますので、会員の皆様に奮っ

てご参加頂きたいと存じます。

さて、材力部門が企画した内容は、講演会は3件 の基調

講演、 1件 の先端技術フォーラム、 3件 のワークショップ、

11件のオーガナイズドセッションからなります。現時点で

の発表予定数は290件で、全体の約26%を 当部門が占める

ことになり、皆様のご協力に関係者一同感謝しています。

ホットな討論の場となりますことを期待しております。

講演会後の通常総会ならびに特別講演は、平成 3年 に早

稲田大学総合学術情報センターとして本部キャンパスに隣

接して建てられました国際会議場にて、場所を変えて4月

1日 に開催されます。旧阿部球場の跡地に建設されました、

この建物は中央図書館と国際会議場からなり大学創立100

周年記念事業の一貫としてできあがったものです。

講演会、材力同好会、通常総会 (特別講演、会員パーテ

ィ)と 全てご参加されることにより、大学のキャンパスツ

アーができるようになっております。場所をお間違えずに、

最終日までご出席下されますことをお願い申し上げます。

A.材 料力学部門企画

1.基 調講演

(1)セ ラミックスの熱衝撃試験法について

。    渋谷寿― (東工大)、 〔第12室 3月 29日 :1300～〕

(2)傾 斜機能材料の倉J製と特性評価技術について

渡辺竜三 (東北大)、〔第14室 3月 30日:13:00～〕
(3)Thermoelastic Hybrid Stress Analysis

R.E.Rolands(Wisconsin Univ.)

〔第17室 3月 31日:13:00～13:50〕

2.先 端技術フォーラム

(1)強 磁場と構造強度 中嶋秀夫(原研)久田俊明(東大)

3.ワ ークショップ

(1)C/C複 合材料の開発状況   八田博志 (宇宙研)

(2)実 製品の信頼性創成技術

市川昌弘 (電通大) 岡部永年 (東芝)

(3)材 料強度評価のための分子動力学法

一現状と可能性―

4.オ ーガナイズドセッション

北川 浩 (阪大)

(1)セ ラミックおよびセラミック複合材料の損傷評価と

破壊 ・強度 (29件)

(2)確 率破壊力学と信頼性解析 ・評価     (24件 )

(3)確 率破壊モデルと損傷評価        (7件 )

(4)フ レッティング磨耗と疲労        (15件 )

(5)応 力緩和に注目した傾斜機能設計     (11件 )

(6)機 能設計のための界面の熱 。力学特性   (12件 )

(7)知 的構造 ・材料             (20件 )

(8)先 進材料の耐環境性           (26件 )

(9)混 合モード及びモードⅡ、Ⅲの破壊力学  (23件 )

(10)FRPの 構造と強度            (23件 )

(11)International Session“Experirnental Mechanics

in Materiats and Strength Evaluation"  (19イ牛)

5。 材料力学部門同好会

日時 :3月 30日 (木)17:30～ 19:30

会場 :大限会館 2階 (本部キャンパス隣接)

B.通 常総会全体企画

6.特 別講演

(1)マ ルチメディアと情報ハイウエイ 脇 英世(電機大)

(2)宇 宙を測る        前原英夫(国立天文台)

その他、特別企画行事、見学会、新技術開発レポート、

パネルディスカッション、サロンコンサートなども準備し

ております。
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平成 6年度部門賞報告

平成 6年度材料力学部門賞が、材料力学講演会 (平成 6

年10月、徳島大学)で 以下の5氏 に授与された。

〔功績賞〕 (五 十音順)

遠藤 吉郎 氏

理由 :腐食疲労を中心とした環境強度および表面疲労損

傷の研究における功績

大橋 義夫 氏

理由 :塑性力学と非弾性変形理論の研究における功績

(故)北川 英夫 氏

理由 :疲労き裂の発生 。伝ぱ挙動に関する破壊力学的研

究における功績

中原 ―郎 氏

理由 :衝撃応力、熱応力解析および二次元応力解析に関

する功績

〔業績賞〕

(故)結城 良治 氏

理由 :界面破壊力学に関する研究における業績

今回は部門賞が公募方式になって 2年度目のものである。

多くの推薦があったため選考は困難をきわめたが、授賞数

の制限のため、上記 5氏 に限らざるを得なかった。

5氏 の功績、業績はよく知られており改めて紹介するま

でもないが、紙数の関係もあり簡単に述べることにする。

遠藤 吉郎氏の研究は、まだら摩耗、滑り摩耗の研究、

腐食疲労を含めた環境強度の研究、キャビテーション、フ

レッティングによる表面損傷および疲労強度低下などに関

する研究である。中でも腐食疲労という機械工学と化学の

境界領域の問題に挑戦し、機構の解明に大きく貢献した。

大橋 義夫氏は、光弾性実験法を高分子の塑性流れ状態

に拡張する偏光流性実験法を確立したほか、非線形問題解

析に対する電子計算機の有用性に着目し、数値塑性変形解

第 5技術委員会委員長 久 保 司 郎  (大 阪大学)

析の端緒を開いた。また、精巧な引張リーねじり負荷試験

機を開発し、塑性変形挙動を調べ、塑性理論を検証した。

北川 英夫氏の研究は、破壊力学、疲労、環境強度など

の分野における主導的研究と、それの工学的応用であり、

多岐にわたる。微小の疲労き裂の発生と伝ぱの問題の重要

性を世界で初めて指摘し、微小き裂を有する部材の疲労強

度の独創的評価手法を提案したことは、特筆に値する。

中原 一郎氏は、衝撃応力を受ける丸棒や板の厳密な理

論解析を行うとともに、衝撃に関する研究分科会の主査を

務め、研究の発展と破損の防止に貢献した。非定常熱応力

についても厳密な理論解析を行い、また明快な解法を用い

た二次元応力解析を行い、関連の研究の基礎を築いた。

結城 良治氏は、界面の力学および界面破壊力学に基づ

く異材の強度評価と設計手法の確立に向け、精力的な研究

を行った。異材接合材の効率的な境界要素解析手法を開発

し、界面端の応力特異性を検討し、また界面き裂の応力拡

大係数を解析し、さらには界面破壊の基準を検討した。

結城 良治氏が授賞決定後の7月 に急逝され、さらには

北川 英夫氏がこの2月 に急逝されたことは、当部門にと

っても大きな損失であり、誠に残念である。両氏のご冥福

をお祈りする次第である。

優秀請演賞の第一回受賞者が決まるノ
小茂鳥

1994年9月 20日火曜日、富士山は快晴、自転車で富士山

を登っていらっしゃった某大学教授はじめ、ラフなスタイ

ルの研究者70名とネクタイにスーツ姿の学生20名が、富士

すそ野の富士ハイツに集まりました。午後 1時 より始まる

「材料と構造物の強度と破壊シンポジウム」に参加するた

めなのですが、なにやらただならない熱気が感じられます。

どうやら、今回のシンポジウムには部門賞の 1つ として優

潤 (慶応義塾大学)

秀講演賞が、しかも若手研究者を対象に設けられていると

いう噂を聞きつけて、プレゼンテーション、つまり己のセ

ンスに自信のある若者が、カバンの中に自慢のOHP等 々

を詰め込んで駆けつけた模様です。

今回のシンポジウムでは、研究について十分に時間をか

けて論じるタイプの 「総合講演」(講演25分、討論15分)

と、研究成果の要点を簡潔に発表するタイプの「要旨講演」
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(講演 8分、討論 2分、さらにテーブルディスカッション

が 1セ ッション毎に40分、賞の対象はこの要旨講演の40歳

未満の講演者)、の 2種類が設けられ、形式は1部屋で行

うシングルセッション、外に出たところで回りは山、山、

山というのも幸いして (?)、会場はいつも満席状態、討

論も活発で、集合時の熱気はさめるところを知りません。

熱気は講演後も続き、「毎晩が懇親会」という嬉しい状

態となりました。 2日 目夜、(本当の)懇 親会の時に授賞

式が行われ、部門委員長駒井教授より4名 のベストプレゼ

ンテーターに栄えある第一回優秀講演賞が贈られました。

受賞のポイントは、(1)講演要旨の明確さ、9)提示試料のア

ピール度等で、会場からのアンケートと実行委員会を中心

とした審査委員会で決定致しま

した。受賞した4名の満足そうな

様子が写真におさめられています

(半ズボン姿は某T工業大学の先

生で、幼稚園の学芸会の写真では

ありませんのでご注意下さい)。

受賞した4人 の方々を紹介し

ます。藤村君 (フラクタル理論

を用いたクリープ曲線の特性

群馬大学院)と 荒井君 (チタン

系超塑性材料の低サイクル疲労寿命特性と破壊機構、慶應

義塾大学院)の 2人 は、初めての学会発表で大変緊張して

いたようですが、時間をかけて一生懸命準備したあとがみ

え、とても好感が持てました。市川さん (繰返し熱応力を

受ける円筒の熱疲労強度の検討、日立製作所機械研究所)

は、さすがに学生とは違い落ちついて見えました。OHP

もわかりやすく豊富な内容を8分 にまとめるのは大変なご

。 苦労だったと思います。井上先生 (ウェーブレット変換に

よる超音波データの時間―周波数解析、某T工 業大学)は 、

難しい内容を誰にでもわかるようにお話し下さり、さすが

にそのあたりは慣れているといった印象でした。

今回の優秀講演賞は40歳未満の要旨講演の講演者を奨励

することを目的としましたが、

総合講演の内容 。発表のすばら

しさは申すまでもなく、そちら

の方々を対象としなかったのが

実行委員としての反省点です。

このような熱気あふれるシン

ポジウムを、今後 3年 に1度 を

目途に続けて行ければ、と個人

的には考えております。

お隣 ・韓国の材料力学研究

日韓の科学技術協力がJICA(国 際協力事業団)の 資金

を使うことによって1991年に開始している。この科学技術

協力では、特性評価、構造 。組成分析などの課題について

日本が研究協力し、韓国の研究学園都市 ・テジョンにある

韓国標準科学研究院の新素材特性評価センターに研究設備

を提供している。小生は、このプロジェクトの中の高温材

料特性評価に関係し、韓国に2度 ほど滞在し、研究協力事

業とともに韓国の研究の状況を知りたくて、企業 ・研究所

を訪問してきた。ここでは高温材料強度分野に限るが、そ

のときの印象を述べたい。

小生の手元に日本での 「高温強度シンポジウム」などに

相当する 「材料劣化と寿命予測シンポジウム」の前刷集が

ある。このシンポジウムは1991年に始まり、毎年11月に韓

国で開催されている。発表は毎回10件弱である。ハングル

が読めないので、図面等から判断するしかないが、パイプ

やボイラチュープの寿命評価、鋼のクリープ疲労き裂成長

挙動、劣化材の機械的性質変化とミクロ組織変化、熱疲労

挙動と寿命評価、寿命評価エキスパートシステム、応力腐

食割れに及ぼす微量元素の影響、電気化学的方法による劣

八 木 晃 ―  (金 属材料技術研究所)

化度評価、ロータの非破壊欠陥計測、レーザービームによ

る欠陥補修など幅広く研究されている。内容的には初歩的

なものから高度なものまでいろいろあるが、存外実験デー

タは少なく、解析の方法も既知のものがほとんどである。

これと同じ印象を企業訪間でも感じた。材料等の製造設

備は最新鋭であり、既に世界的に規格化された製品は日本

よりも優れた工場レイアウトの中でつくり出されていた。

この点では、日本はかなわないのではなかろうか。しかし、

研究設備はこれから整備が始まるといったところである。

規格品は研究開発なしにできるし、また整備を造るプラン

トも新しいため、メイテナンスはまだ重要でないのであろ

う。韓国の技術者が言っていた 「我々は解析のプログラム

を全て集めたが、そこにいれるデータがないのだ」は印象

的である。

韓国では、ここ数年成長力が鈍化してきており、技術力

の蓄積が必要とされ、主力技術を集中的に開発促進する政

策が始められている。まさに、技術基盤を構築し、強化し

ようとしている。このため、韓国との技術協力も今後は内

容的に深めたものにならなければならないであろう。
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『製品欠陥と破壊事故』調査研究分科会の発足

『製造物責任法(PL法 )』が今年 7月 1日 から施行され

ることになった。新聞などで報道されているように、この

法律は欠陥製品によって被害を受けた消費者を救済するこ

とを目的としている。従来の民法では、消費者が被害の保 .

障を受けるには、製晶の欠陥の証明とメーカーの過失を証

明する必要があったことに比べればずいぶんな進歩といえ

るであろう。しかし、事故発生には欠陥の存在と消費者の

使用方法とが関係するので問題はそう単純ではない。欠陥

の定義そのものもなかなか難しい。材料強度の問題にたず

さわる当部門の研究者 0技術者はこの問題の複雑さを容易

に想像できるであろう。

日本機械学会では過去に破壊事故例に関する調査研究を

行い、その成果を1984年に 『機械 。構造物の破壊事故例』

として出版しているが、その後の科学技術の進歩が著しい

こと、さらにPL法 の制定という技術を取 り巻 く社会的環

境の変化があることを考慮すれば、今再び機械や構造物の

破壊事故に関わる諸問題を新しい視点から考察し、討議す

る場が必要である。本調査研究分科会はこのような理由で

設置を提案し、昨年11月から2年間の活動の予定で認めら

れたものである。主査 :村上敬宜(九大工)、幹事 :駒井謙

治郎(京大工)、小林英男(東工大)、遠藤正浩(福大工)、他

9名 の中立機関委員及び44名の企業委員で構成されている。

PL制 度はその性質上、材料強度と深く関わってくる。1

991年に米国で出版された 『The Product Liability Han

dbook』の全656ページの約2/3は材料強度関係の事例で占

められている。我が国では、PL制 の実務に精通したエキ

スパート(技術弁護士、研究者)は皆無に近い状況である。

当分科会では、製品欠陥と使用条件とが破壊事故とどのよ

うな関わりを持つかについて技術的側面を明確にすること

を第一の目的とし、その内容がPL制 度とどのような関わ

りを持つかも討議する。

2.我が国の製造物責任法(官報号外第125号、平成 6年 7月

1日発行、以下略してPL法 と呼ぶ。)と材料強度学の関係

2.1 第一条

第一条はPL法 の思想を述べている。

2.2 第二条

第二条は 『製造物』の定義である。書籍などに代表され

るサービスは日本ではPLの 対象外である。

第二条第 2項 は 『欠陥』の定義を述べており、材料強度

と関係が深い。『欠陥』とは 『通常予見される使用状態』

で 『通常有すべき安全性』を欠いていることと定義されて

村 上 敬 宜  (九 州大学工学部)

いる。この場合、ある特定の製晶を想定して欠陥の定義を

している訳ではないので、法律上の定義は極めて漠然とし

ている。

欠陥は次の3つ に分類されている。

(1)設 計の欠陥、

(2)製 造の欠陥、

(3)警 告 ・表示 ・指示の欠陥、

しかし、PL法 でいう欠陥と技術上、学問上の欠陥とは

必ずしも同じではないことに、注意しなければならない。

このことは、『通常予見される使用状態』とからんでPL法

の運用に際して将来必ず大きい問題を提起することになろ

う。

2.3 第四条

第四条第 1項 は『開発危険の抗弁』を規定している。『開

発危険の抗弁』とは、製造物を流通においた時点の科学又

は技術によって欠陥の存在を認識できなかった場合に免責

されることを規定するものである。材料強度分野では現在

でもなお多くの未解決問題がある。本研究分科会ではこれ

らの問題に関して学会の専門家と企業の第一線で活躍して

いる技術者、研究者による話題提供を通じて材料強度に関

する現在の科学技術の最前線を明確にするとともに事故防

止の指針を示すことを目的にする。

2.4 第五条 (期間の制限)

製造物引き渡し後十年間の安全の保障は、まさに疲労、

腐食、クリープなどの材料強度と最も関連が深い問題であ

る。これまでも、機械学会や材料学会では機械や構造物の

余寿命評価などについて活発な研究を続けてきたが、まだ

学問体系として完成されたとは言い難い。PL法 の施行を

契機にさらに研究に力を入れる必要がある。

3.結言

PL制度は、我が国の文化など社会全体と関わっている。

したがって、破壊事故を防止する設計法や手法を考えたり、

破壊事故解析を行うときには純粋に技術的な面の他に種々

の社会的因子と向き合わねばならないであろう。材料強度

を担当する研究者や技術者は製造業の基盤を支える役割を

担っているが、これまでの企業内での評価は正当なものと

は言い難い。PL制 の施行とともにこれまで以上に製造物

の破損事故防止に努力すると同時にその存在価値を示さな

ければならない。通産省は現在原因究明機関を設置する計

画を進めているが、約6000名の材料強度関係の研究者、技

術者を擁する当部門としては事故原因究明と事故防止のた

めに協力体制を整えて行くべきであろう。
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環境材料工学と私 藤 井 真 理  (工 学院大学大学院)

この度、私が拙文を書かせていただけることとなりまし

たのは、そもそも昨年の秋に徳島大学にて行われました、

材料力学部門講演会における懇親会での阿波踊り大会で、

阿波踊り名人賞をいただいたのが、きっかけとなったから

です。当時の極度の緊張と、阿波踊りのステップは、今で

もはっきりと思いだされます。

私の在籍する工学院大学、材料工学研究室 (通称 :木村

研)は 、急速な時代の流れと、研究対象の変貌に沿い、多

様化している材料の中でも、最も先端的な材料といわれる

種々の金属、セラミックス、高分子系のモノリシックある

いは複合材料を研究をしている研究室であると、自負して

おります。そして、これらの材料を、力学的観点のみから

評価するのではなく、各材料を実機材料として使用するに

あたり、環境的要因が問題視されている昨今にあって、“環

境材料工学"の 立場から問題に取り組み、評価を試みてお

ります。私は、本研究室に籍を置いて、まだ二年ではあり

ますが、最近、この環境材料工学の必要性を痛感する場面

に度々出くわしました。それは、様々な環境中において、

材料を使用している際に、環境劣化が生じ、その劣化挙動

が破壊、事故につながり、問題となっているという記事―

登山中に、履いていたプラス

チック製の登山靴が、環境因

子による劣化を受け突然破壊

して生命にかかわるような事

・
 故につながりかねないという

ニュース。また、安全である

として用いられるはずの、生

体材料 (人工歯根、人工関節など)が 長期間使用している

間に、支障をきたすようになり、再手術の必要がでたりし

たもの一が記載されているのを目にした時であります。従

って、伝統ある材料力学の分野でも、多種多様に変貌して

ゆく対象材料をより材料科学的な観点ならびに手法で、取

扱つて行 くような展開が必要になるものと思います。

また、上記の材料の中でも私は、高分子系材料の環境劣

化について研究をしております。この環境には、紫外線、

水、オゾンなどであり、これらの環境の下で、高分子系材

料は、様々な挙動を示し、そういった挙動の本質を追って

行 くにつれ、実に興味深い知見が得られます。まだまだ私

にとって学ばなければならないことが、山となっているこ

とを痛感し、日々努力をかさねております。

私のいる山形大学工学部は、山形県の南端に位置し、豊

かな自然に囲まれた米沢市にあります。この地域では、以

前から繊維業が盛んなこともあり、本学部には化学、高分

子系の教官が多くいます。そんなわけで (ということでも

ないのですが)、私も最近、これまで行っていた金属材料

の疲労に関する研究に加えて、高分子材料の疲労に関連し

た研究も始めました。

もう少し具体的に述べますと、ベルト、タイヤの破損機

構解明を行っています。ベルト、タイヤといいますと途端

に興味がなくなる方もおられると思いますが、このゴム系

複合材料 (ソフトマテリアル)の 機械的特性には面白い問

題が多く含まれています。これまでにもよい研究が沢山な

されていますが、実験と解析の両分野に多くの問題がまだ

残されています。しかし、この分野に機械系の研究者はほ

んの一握りです。実は、このゴム系材料における破壊の研

究には、機械屋にとっては少々やりにくいところがありま

す。たとえば、「この前使った接着剤はもう使っていませ

ん」とか「同じH―NBR(何 とかゴム)といってもけっこう

違います」などといった話が平気で始まります。これは、

博  (山 形大学工学部)

この分野の研究がおもに化学

屋さんによって行われている

ことに関連するのかもしれま

せん。機械屋の発想をもっと

取り入れて現象を整理できな

いかと考えています。

話は少し変わりますが、先日、本学のある教官に、「私

もちょうど人生の半分を生きた」という話をしましたとこ

ろ、「研究者としてはとっくに半分を過ぎている」と言わ

れてしまいました。ほとんど納得してしまいましたが、実

際の行動で少しずつ反撃していこうと考えています。その

ひとつが、前述のソフトマテリアルヘの挑戦です。また、

青森県工業試験場から試料を頂いて、炭 (ウッドセラミッ

クスと呼びます。木材が持つセル構造をそのまま利用した

多孔質炭素材料)の 破壊も始めました。

このような 「誰もやらない研究」のことを考えるには、

東京まで新幹線で約 2時間、静かで自然豊かな米沢はいい

環境です。「専門の穴」に落ちずに、自分の専門を広げて

ゆければ最高だと思っています。

誰もやらない研究 飯 塚
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材料力学部門への参カロと勧誘をノ

材料強度研究は産業革命の起こった18世紀に始まってお

り、その後材料力学はあらゆる工業分野のベースを担う工

学として発展してきた歴史があります。そのため、材料力

学というと何か古めかしいと感じる向きも多いかもしれま

せん。しかしながら、最近の材料力学の動向をながめると、

そのカバーする領域は多

岐にわたり、対象とする

材料、環境、現象等の幅

広さに加え、学際的傾向

を強めながら、実験や解

析にもざん新なアプロー

チが試まれ始めています。

また、材料力学が対象と

する材料にも、最近のプ

ロセス技術の進歩と相ま

って、図に示すように新

しいものが次々に登場し

ています。このような新

材料は超高温等の特殊で

過酷な環境で使用される

ことが多く、そのため材

料の信頼性を解析 ・評価

する材料力学も新しい対

応が迫られています。こ

のように、長い歴史をも

つ材料力学は21世紀に向

け新たな展開が図られつ

つあり、今後も工業社会

の発展に大きく貢献する

ものと期待されています。

そこで、わが国の材料力

学分野を支えている本部

門メンバーのこれまでの貢献と今後の期待がいかに大きい

か知っていただくために、このニュースレターに前回から

4回 シリーズでPRさ せていただいております。関係各位

に御賛同願えましたら本部門への登録とお近くの方々への

勧誘をよろしくお願いいたします。

(Ⅱ)エ ネルギーシステムの高効率化を支える材料力学

ガスタービンは18世紀にアイデアの提案がありましたが、

適用できる耐熱材料がなかったため、その実用化は1938年

まで待たざるを得ませんでした。その後のガスタービンは

エネルギ…システムの高効率化を支える材料力学
一超高温・高効率ガスタービン開発一

超高温構造設計技術
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新 田 明 人  ((財 )電力中央研究所)

燃焼ガス温度の高温化により高性能化、すなわち高効率化

が進められ、まもなく1500°C級のガスタービンが登場する

ところまできました。このような超高温 ・高効率化は材料

技術の進歩 。革新によるところが大きく、最近では単結晶

等の結晶制御した耐熱超合金製の翼やセラミック・ガスタ

―ビンの開発も進められ

ています。また、現在、

わが国の国家プロジェク

トとして、余乗1電力によ

る水の電気分解で製造し

た水素を燃料とする、環

境にやさしく効率の非常

に高い水素燃焼タービン

を2030年目途に実用化さ

せる計画もスタートしま

した。そのなかでは、20

00°Cの超高温環境に耐え

うる材料の開発が重要な

技術課題となっています。

このように次々と開発さ

れる新材料をガスタービ

ン翼等の超高温部に適用

し、十分な信頼性をもた

せて実用化するためには、

その材料の特徴を踏まえ

た設計法や寿命評価法を

新たに開発 ・確立させな

ければなりません。ここ

でも材料力学が果たすべ

き役割は大きいといえま

す。特に、これからは材

料力学が材料開発と融合

し素材から製品までをトータルに考えることが必要である

といわれています。そのためには大いなるチャレンジャー

ズスプリッツが欠かせないことから、多くの方々の積極的

な御参加をお願いいたします。

発 行 1995年 3月 10日

発行者 〒153東 京都渋谷区代々木249 新宿三信ビル

(社)日本機械学会 材料力学部門

電話  (03)33796781

FAX (03)3379-0934

-8-


